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自然の保護のためにこの広報は再生紙を利用しています。

　町の人口　　　7，461
　　　　　　前月比（　　 ）
　　男　　　　　3，530人
　　　　　　前月比（　　 ）
　　女　　　　　3，931人
　　　　　　前月比（　　 ）
　世 帯 数　　　2，732戸
　　　　　　前月比（　　 ）

平成14年９月1日現在

YOSHITOMI

広報広報

町の木／もくせい　町の花／さつき

秋の行政相談週間……………………………………………………………２

清掃業務への一層のご協力のお願い…………………………………………３

みんなで楽しく敬老会…………………………………………………８～９

　９月15日に吉富フォーユー会館で開催された「平成14年度吉

富町敬老会」で、来年１月で満100歳を迎える須山俊平さん（和

井田）への内閣総理大臣からの祝状と銀杯の授与式が行われ、

福岡県の稗田慶子副知事から須山さんに祝状や記念品が手渡さ

れました。

　会場の出席者全員で拍手をして、須山さんの長寿をお祝いし

ました。
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＋19

＋9

◆町の現況◆
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に
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理
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状▲稗田副知事から祝状を受け取る須山さん
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平
成
　
年
　
月
　
日
か
ら
　
日
ま

で
の
一
週
間
は
、
全
国
一
斉
の
「
秋

　
十
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
第
六

期
分
と
町
県
民
税
第
三
期
分
の
納
期

で
す
。

　
町
税
は
、
納
期
限
内
に
納
め
ま
し

ょ
う
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
延
滞

金
も
生
じ
て
き
ま
す
の
で
、
ご
注
意

の
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

　
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
行
政
に
対

す
る
苦
情
や
意
見
要
望
等
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
要
望
や
意
見
を
公
平
中
立

な
第
三
者
的
立
場
で
聴
き
、
そ
の
一

つ
一
つ
に
つ
い
て
問
題
の
解
決
や
促

進
を
図
る
と
と
も
に
、
行
政
の
改
善

に
反
映
さ
せ
て
い
く
、
そ
れ
が
行
政

相
談
で
す
。

　
吉
富
町
で
は
、
毎
月
一
回
、
行
政

相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
町
税
は
口
座
振
替
で
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
納
め
に
行
く

手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
の
心
配
も

な
く
、
た
い
へ
ん
便
利
で
す
。

　
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
　
月
は
行
政
相
談
週
間
に

ち
な
み
、
特
設
行
政
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
行
政
相
談
所
》

▼
日
時
　
毎
月
第
３
金
曜
日

　
　
　
　
午
前
　
時
～
正
午

▼
場
所
　
吉
富
町
老
人
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー

《
特
設
行
政
相
談
所
》

▼
日
時
　
平
成
　
年
　
月
　
日
　
　

　
　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

▼
場
所
　
吉
富
町
老
人
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談
委
員
　
於
久
　
照
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
界
木
）

　
平
成
　
年
７
月
　
日
に
建
築
基
準

法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
用
途
地
域

の
建
ぺ
い
率
の
選
択
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
吉
富
町
で
は
、
下
表
の
と
お
り
現

在
の
建
ぺ
い
率
を
維
持
す
る
こ
と
に

よ
り
、
将
来
に
わ
た
り
健
全
な
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
が
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
左
記
の
と

お
り
縦
覧
期
間
を
設
け
ま
す
の
で
、

そ
の
旨
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
記

一
、
都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　
　
　
吉
富
都
市
計
画
用
途
地
域

二
、
都
市
計
画
を
決
定
す
る
土
地
の

　
　
区
域

　
　
　
吉
富
町
大
字
幸
子
、
鈴
熊
、

　
　
　
　
　
　
　
　
今
吉
、
直
江
、

　
　
　
　
　
　
　
　
広
津
、
小
犬
丸
、

　
　
　
　
　
　
　
　
小
祝
の
一
部

三
、
縦
覧
場
所

　
　
　
吉
富
町
建
設
課

四
、
縦
覧
期
間

　
　
　
平
成
　
年
　
月
４
日
～

　
　
　
平
成
　
年
　
月
　
日

14

10

21

27

10

101410

10

23

（水）

10
月
は
国
民
健
康
保
険
税

町
県
民
税
の
納
期
で
す

秋
の
行
政
相
談
週
間

秋
の
行
政
相
談
週
間

秋
の
行
政
相
談
週
間

10
月
21
日
～
27
日

14

12

14

10

14

10

17

第１種住居地域

種　　　　　類

近隣商業地域

60％

法 改 正

前 の 建

ぺ い 率

80％

80％、60％、50％

法 改 正 後

の 建 ぺ い

率 の 種 類

80％、60％

60％

現 在 の

吉富町の

建ぺい率

80％

60％

今 回 吉 富 町 が

定 め よ う と す

る 建 ぺ い 率

80％

吉
富
都
市
計
画
用
途
地
域
に
つ
い
て

　
月
は

リ
サ
イ
ク
ル

推
進
月
間
で
す

10
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　町の清掃業務が多くの皆様のご協力により、円滑に行われていますことに厚くお礼申し上げま
す。

　ごみを出す場合は、“私たちのくらしとごみ”のカレンダーで、出す日を必ず確認してくださ

い。

※ごみの分別収集への更なるご協力をお願いします。

●決められた収集日の朝８時30分までに必ず出すようにしましょう。

●指定されているごみ袋に正しく分別して出しましょう。

●缶類と金物はそれぞれ分けて別々の袋に入れて出しましょう。

●缶については、中身を必ずきれいにして出してください。

●「ビン・ペットボトル」と「割れガラス・陶器類」はそれぞれ分けて別々の袋に入れて出しま

しょう。

・電気製品と乾電池の次回収集は、12月の第２週の各地区で定められた日です。このため、それ

以外の時は収集しませんので、気を付けましょう。（一般の粗大ごみの日には出せません。）

　また、下記のごみについては、一切回収しておりませんので、ごみステーションに出さないよ

うにしましょう。

清掃業務への一層のご協力のお願い清掃業務への一層のご協力のお願い

空き缶やごみのポイ捨てはやめましょう空き缶やごみのポイ捨てはやめましょう

洗濯機、冷蔵庫、テレビ、エアコン、タイヤ、単車、バッテリー、ガスボンベ、

消化器、ブロック・瓦等の建築廃材、増改築時の建築廃材、建築資材、畳、

農機具、流し台・調理台が一体のもの、ドラム缶、スプリングマットレス、

注射器、水銀体温計、太陽温水器、事業系ごみ、産業廃棄物

　道路周辺の住民の方や商業・農業関係者、空き地や公園等の所有者・管理者の方々が空き缶や

ごみのポイ捨てにともなう処理で困っています。また、道路周辺にごみが散乱しているのは、あ

まり気持ちのよいものではありません。

　捨てる人にとっては、たったのひとつのごみであっても、捨てられる方々にとっては、とても

困るものです。空き缶やごみは必ず持ち帰り、きちんと正しくごみの収集日に出しましょう。住

み良いきれいな町づくりは、皆さんのご協力が欠かせません。ご協力をお願いします。

役場住民課

町指定のごみ袋の販売をファミリーマート築上吉富店でも始めました。

役場住民課

町指定ごみ袋販売店の追加についてのお知らせ

役場住民課
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現
在
、
県
道
吉
富
港
線
で
下
水
道

工
事
を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

今
回
新
た
に
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場
周

辺
で
の
工
事
に
ま
も
な
く
着
手
い
た

し
ま
す
。

　
ま
ず
は
地
図
を
ご
覧
下
さ
い
。

　
こ
の
工
事
は
、
町
道
黒
川
堤
線
（

昭
和
保
育
園
前
の
道
路
）
に
推
進
工

法
で
下
水
道
管
を
布
設
し
、
さ
ら
に

町
道
小
犬
丸
黒
川
線
（
通
称
名
は
電

源
道
路
）
の
皐
月
橋
の
上
流
側
を
開

削
工
法
で
、
下
流
側
を
推
進
工
法
で

下
水
道
管
を
布
設
し
て
い
く
も
の
で

最
終
的
に
は
、
日
本
下
水
道
事
業
団

発
注
分
の
工
事
に
お
い
て
、
汚
水
中

継
ポ
ン
プ
場
へ
接
続
さ
れ
ま
す
。

　
原
則
と
し
て
、
開
削
部
分
は
作
業

時
間
（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

ま
で
）
中
、
片
側
交
互
通
行
と
な
り

ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
時
間
帯
は
、

全
面
的
に
通
行
が
で
き
る
予
定
で
す
。

　
し
か
し
、
推
進
工
法
の
立
坑
部
分

は
、
作
業
状
況
に
よ
っ
て
は
、
終
日

　
会
期
を
八
月
二
十
六
日
の
一
日
間

と
し
、
左
記
の
と
お
り
町
長
か
ら
、

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
の

議
決
内
容
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
の

２
議
案
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

記

※
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
の
議
決
内
容
の
一
部
変
更
に
つ
い

　
て
　
平
成
十
三
年
度
公
共
下
水
道
事
業

バ
リ
ケ
ー
ド
で
囲
ん
で
当
分
の
間
、

片
側
交
互
通
行
と
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　
下
水
道
の
工
事
に
際
し
ま
し
て
は

現
場
付
近
を
通
行
さ
れ
る
方
々
や
特

に
工
事
区
間
内
に
家
屋
や
事
業
所
等

を
構
え
て
お
ら
れ
る
方
々
に
は
、
多

大
な
ご
不
便
や
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

て
お
り
ま
す
が
、
下
水
道
は
快
適
な

生
活
を
享
受
し
、
さ
ら
に
は
自
然
環

境
を
守
る
う
え
で
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
施
設
で
す
の
で
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

小
犬
丸
地
区
一
号
汚
水
幹
線
管
渠
（
第

一
工
区
）
築
造
工
事
の
工
期
を
平
成

十
五
年
三
月
十
五
日
に
改
め
る
も
の

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

※
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
の
議
決
内
容
の
一
部
変
更
に
つ
い

　
て
　
平
成
十
三
年
度
公
共
下
水
道
事
業

吉
富
圧
送
汚
水
幹
線
管
渠
等
（
第
一

工
区
）
築
造
工
事
の
工
期
を
平
成
十

四
年
九
月
三
十
日
に
改
め
る
も
の
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

契

約

案

件

第
三
回
臨
時
町
議
会
報
告

第
三
回
臨
時
町
議
会
報
告

新
た
な
下
水
道
管
渠
工
事
が

始
ま
り
ま
す
！

か
ん 

き
ょ

さ
わ
や
か
な
く
ら
し
を
あ
な
た
に

下
水
道
だ
よ
り

下
水
道
だ
よ
り

さ
つ
き
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受 給 資 格 国民年金の加入期間は、20歳から60歳までの40年間。老齢基
礎年金の受給資格期間は、保険料を納めた期間と免除を受
けた期間が、合せて原則として25年以上あることが必要です。
老齢基礎年金の受給資格を得たら、65歳から一生涯に渡り
老齢基礎年金を受けることができます。

第3号被保険者 厚生年金、共済組合に加入している夫（妻）に扶養されてい
る配偶者のことです。

３つの加入種別 公的年金制度の加入者（被保険者）は、職業などによって第
１号、第２号、第３号被保険者の３つの種別に分類されて
います。
第１号…自営業、学生、フリーアルバイターや無職の方。
第２号…会社に勤めるサラリーマンやOL 、公務員。
第３号…第２号に扶養されている妻（夫）

平成14年4月1日から
第3号被保険者の
年金の請求先が
変更になりました。

平成14年4月1日から
第3号被保険者の
年金の請求先が
変更になりました。

国民年金の
お知らせ

国民年金の
お知らせ
国民年金の
お知らせ

老齢基礎年金をもらうには、
受給手続きが必要です！

老齢基礎年金は、もらえる資格ができたとき自動的に支給が

始まるのではありません。自分で年金を請求する手続き「裁定

請求」を行う必要があります。手続き先は加入者によって異な

ります。この４月から、過去に第３号被保険者の期間がある方

は、社会保険事務所で行うことになりました。また、第１号被

保険者期間のみを有する方は、お住まいの市区町村役場へ、第

２号被保険者は、最後に被保険者として使用されていた事業

所（在職中に受ける場合は使用されている事業所）を管轄する

社会保険事務所での手続きが必要です
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　計量法に基づき２年に１回の計量器（はかり、おもり、

分銅）の定期検査を下記の日時・場所で実施します。役場

からの通知書（はがき）を持って必ず受検してください。

なお、検査を受けてない計量器は取引・証明に使用できま

せんので、検査日に受検できない方は他の市町村での受検

となります。尚、今回の検査にはひょう量が250kg超のも

のや最小目量等が6000分の１（非常に大きなものや精度が

細かいもの）は含まれていません。県の職員が個別に訪問

する事になります。

　また、廃業もしくは使用していない場合等については、

事前に役場産業経済課へお問い合わせください。

記

１．持参するもの　はかり、おもり、分銅、通知書（はがき）

２．検査手数料　はかり１台　250円～1,800円

　　　　　　　　おもり、分銅　1個　10円

３．検査日時・場所

　　　検査日：平成14年10月４日（金）

　　　時　間：　10：30～12：00

　　　　　　　　13：00～15：00

　　　場　所：吉富町体育館前

４．検査機関

　　　　　　福岡県計量検定所

問い合わせ先

　　吉富町役場産業経済課

　　　　　０９７９‐２４‐４０７２

計量器定期検査のお知らせ　
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
ダ
イ
エ
ッ

ト
健
康
食
品
摂
取
後
に
死
亡
事
例
を
含
む
肝
障

害
な
ど
の
健
康
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
中
国
製
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
健
康
食
品
に
関
わ
ら
ず
、

使
用
し
て
い
て
体
の
調
子
が
お
か
し
く
な
っ
た

時
は
、
使
用
を
中
止
し
、
医
療
機
関
に
ご
相
談

さ
い
。

問
合
わ
せ
先

　
福
岡
県
京
築
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　
総
務
企
画
課
　
企
画
指
導
係

　
　
０
９
３
０
‐
２
３
‐
２
３
７
９

医
薬
品
成
分
が
配
合
さ
れ
て
い
る

ダ
イ
エ
ッ
ト
用
健
康
食
品
に
ご
注
意
下
さ
い
！

　厚生労働省では、毎年10月を「高年齢者雇用促進月間」と定め雇用促進運動を展開しております。急速な高齢

化が進展する中、意欲と能力がある限り年齢に関わりなく働き続けることができる社会を早期に実現することが

重要であり自立を目指す高年齢者を支援していく必要があります。

　高年齢者の雇用・就業問題について事業主をはじめ一般市町村民のみなさまのご理解とご協力をお願いします。

　【高年齢者雇用促進月間　啓発行事】

　　　福岡県高年齢者雇用開発フォーラム

　　　　　　　　日　時　　平成14年10月９日（水）　13：30～

　　　　　　　　場　所　　ソラリア西鉄ホテル　　福岡市中央区天神２‐２‐43

　ハローワーク行橋

　　　　　行橋公共職業安定所　　　　　　

　　　　　　　　行橋市西宮市５‐２‐47　TEL 0930‐25‐8609　FAX 0930‐23‐8199

　　　　　豊前出張所　　　　　　　　　　

　　　　　　　　豊前市八屋322‐70　　　TEL 0979‐82‐8609　FAX 0979‐83‐4789

ハローワーク行橋（行橋公共職業安定所）からのお知らせ

10月は です高年齢者雇用促進月間高年齢者雇用促進月間高年齢者雇用促進月間
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　最近介護保険を利用されている方を狙った悪質な業者によるトラブルが増えています。

　「介護保険を使えばタダで工事ができますよ…」。こんな勧誘には要注意。

　介護保険では、要介護や要支援の認定を受けると住宅改修費の支給を受けることができます。

通常工事費の１割が自己負担、保険の支給は18万円が限度です。また、保険支給の対象工事が定

められておりますので、今後住宅改修を考えられている方はトラブルに巻き込まれないように、

役場健康福祉課または福岡県介護保険広域連合に事前に相談することをお勧めします。

悪質業者の以下のような言動には要注意！

●「役所、ケアマネの紹介で…」という虚偽の営業。

●突然訪問し強引な勧誘、長時間居座り契約を迫る。

●「モニター価格で」など根拠のない割引で契約を迫り、

　実は不当に高い工事費を請求。

●執拗に追加工事を要求。

●要望を聞かず一方的に話を進めてしまう。

住宅改修をするときには気を付けて！

●必ず事前にケアマネージャー等に相談をしましょう。

●複数の業者から見積をとりましょう。

●工事が始まってからでは手後れになりかねません。

もし、契約してしまったら

●訪問販売による自宅での契約は、契約から８日間以内なら、契約を解除（クーリング・オフ）

できることが法律で定められています。

●不審に思われたときは、役場や福岡県介護保険広域連合の窓口にご相談下さい。

《問い合わせ先》

　福岡県介護保険広域連合豊築支部　　　８４‐１１１１

　吉富町役場健康福祉課　　　　　　　　２４‐１１２３

住宅改修のトラブルが急増しています

　従業員を一人でも雇っている事業主は、労働保険（労災保険・雇用保険）に加入することが法律
で義務付けられています。
　労災保険は、従業員が業務上、又は通勤途上の災害に遭った場合に事業主に代わって補償を行い
ます。
　雇用保険は、従業員が失業した場合に失業給付を行うほか、在職者を対象とした雇用継続給付制
度（高年齢雇用継続給付・育児休業給付・介護休業給付・教育訓練給付制度）、失業の予防や雇用
機会の増大を図る事業主に対して一定の要件により各種助成金の支給等を行っています。
　まだ、加入手続きをとられていない事業主の皆様は、従業員が安心して働くことができるように、
最寄りの労働基準監督署・公共職業安定所（ハローワーク）で加入の手続きを行ってください。

〈問い合わせ〉
　〒８１２‐００１１
　福岡市博多区博多駅前３‐25‐21　博多駅前ビジネスセンター
　福岡労働局総務部労働保険適用室（博多駅前庁舎）
　（ダイヤルイン）　　０９２‐４３４‐９８３３・９８３４

支え合う　働くみんなの　労働保険

10月は「労働保険適用促進月間」です10月は「労働保険適用促進月間」です10月は「労働保険適用促進月間」です
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平
成
十
四
年
度
の
吉
富
町
敬
老
会

が
九
月
十
五
日
、
吉
富
フ
ォ
ー
ユ
ー

会
館
大
ホ
ー
ル
で
、
約
四
百
五
十
人

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
家
町
長
か
ら
の
長
寿
を
祝
福
す

る
式
辞
に
次
い
で
、
国
や
県
、
町
か

ら
の
記
念
品
や
町
敬
老
金
な
ど
が
、

そ
れ
ぞ
れ
代
表
の
方
々
へ
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　
福
岡
県
の
稗
田
慶
子
副
知
事
と
高

浜
町
議
会
議
長
の
祝
辞
、
祝
電
披
露

の
後
、
最
後
に
吉
富
町
寿
会
連
合
会

の
高
原
会
長
が
、
中
家
町
長
に
謝
辞

を
述
べ
て
敬
老
会
の
式
典
を
終
え
ま

し
た
。

　
式
典
が
終
わ
る
と
、
演
芸
観
覧
に

先
立
っ
て
、
吉
富
小
学
校
二
年
生
の

高
尾
明
佳
さ
ん
、
四
年
生
の
横
川
瑞

恵
さ
ん
、
六
年
生
の
東
名
洋
平
く
ん

が
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
贈
る
作
文
を
元
気
よ
く
朗
読
し

た
後
、
吉
富
町
国
際
交
流
員
の
ア
ー

ル
・
グ
ッ
ド
マ
ン
さ
ん
が
、
「
敬
老

会
お
め
で
と
う
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

日
本
語
で
贈
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
演
芸
観
覧
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
太
陽
の
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
銭
太
鼓
や
舞
踊
、
民
謡
を
は
じ
め
、

寺
岡
社
中
の
民
謡
、
吉
富
レ
デ
ィ
ー

ス
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
コ
ー
ラ
ス
、

高
浜
議
長
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
、
仲
社

中
の
舞
踊
、
吉
富
町
国
際
交
流
員
の

ア
ー
ル
・
グ
ッ
ド
マ
ン
さ
ん
と
新
吉

富
村
国
際
交
流
員
の
ル
ビ
ー
・
チ
ェ

ン
さ
ん
に
よ
る
漫
才
、
土
屋
神
楽
な

ど
が
次
々
と
舞
台
で
披
露
さ
れ
、
と

て
も
楽
し
い
敬
老
会
で
し
た
。

吉
富
小
学
校
二
年

　
わ
た
し
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
り

ょ
う
り
が
と
っ
て
も
じ
ょ
う
ず
で
す
。

わ
た
し
が
、
す
き
な
お
ま
ん
じ
ゅ
う

や
、
よ
う
か
ん
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ

て
く
れ
ま
す
。
つ
く
っ
て
食
べ
た
ら

い
つ
も
わ
た
し
は
、
「
お
い
し
い
。
」

と
言
っ
て
い
ま
す
。

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
な
い
と
、
お

ま
ん
じ
ゅ
う
や
、
よ
う
か
ん
は
、
食

べ
ら
れ
ま
せ
ん
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

い
て
、
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
ほ
か
に
も
、
た
く

さ
ん
し
て
く
れ
ま
す
。

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
な
つ
休
み
の

じ
ゆ
う
工
作
を
お
し
え
て
く
れ
ま
し

た
。
じ
ゆ
う
工
作
は
、
モ
ッ
プ
で
す
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
ハ
ン
ガ
ー
と
、

け
い
と
を
買
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
お
か
げ
で
、
な
つ
休
み
工
作
が

で
き
ま
し
た
。
と
っ
て
も
た
す
か
っ

て
い
ま
す
。

　
き
ょ
ね
ん
、
足
を
こ
っ
せ
つ
し
て

一
か
月
に
ゅ
う
い
ん
を
し
ま
し
た
。

そ
の
あ
い
だ
、
わ
た
し
が
学
校
か
ら

か
え
っ
て
も
、
い
つ
も
、
「
お
か
え

り
」
と
言
っ
て
く
れ
る
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
、
い
な
く
て
、
と
て
も
さ
み
し

か
っ
た
で
す
。

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
何
で
も
で
き

る
名
人
で
す
。
で
も
、
わ
た
し
か
ら

み
て
も
、
少
し
が
ん
ば
り
す
ぎ
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

に
は
、
い
つ
ま
で
も
、
元
気
で
長
生

き
し
て
ほ
し
い
で
す
。
だ
か
ら
、
あ

ま
り
む
り
を
し
な
い
で
ね
。
こ
れ
か

ら
も
、
お
い
し
い
お
や
つ
を
つ
く
っ

て
ね
。

わ
た
し
の
大
す
き
な

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

高
尾
　
明
佳

式
辞
を
述
べ
る
中
家
町
長

▲

祝
辞
を
述
べ
る
稗
田
副
知
事

▲

おじいちゃん・おばあちゃん
　　　　　　　いつまでもお元気で！

みんなで楽しく敬老会みんなで楽しく敬老会みんなで楽しく敬老会
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吉
富
小
学
校
四
年

　
私
に
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
二
人

い
ま
す
。
家
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

カ
ラ
オ
ケ
を
習
っ
て
い
ま
す
。
家
に

カ
ラ
オ
ケ
の
機
械
が
あ
っ
て
、
カ
セ

ッ
ト
が
百
こ
ぐ
ら
い
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
マ
イ
ク
を
も
っ
て
歌
を
う
た
っ

て
い
ま
す
。
お
風
呂
に
入
っ
て
い
る

と
き
も
歌
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

夜
十
一
時
ぐ
ら
い
に
ト
イ
レ
に
行
く

と
、
ち
ょ
う
ど
お
風
呂
に
入
っ
て
い

る
の
で
歌
っ
て
い
る
の
が
聞
こ
え
ま

す
。
　
そ
れ
か
ら
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
さ

い
ほ
う
も
と
く
い
で
す
。
私
と
お
姉

ち
ゃ
ん
と
妹
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
や
ス
カ

ー
ト
を
作
っ
て
く
れ
た
り
、
私
た
ち

が
遊
ん
で
い
る
人
形
の
服
を
作
っ
て

く
れ
た
り
し
ま
す
。
も
う
少
し
大
き

く
な
っ
た
ら
ミ
シ
ン
を
教
え
て
も
ら

い
た
い
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
お

ど
り
も
習
っ
て
い
ま
す
。
月
に
二
回

今
吉
公
民
館
で
練
習
を
し
ま
す
。
発

表
会
も
あ
り
ま
す
。
今
吉
公
民
館
は

近
い
の
で
、
自
転
車
で
行
っ
て
い
ま

す
。
私
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
い

つ
も
元
気
だ
な
と
思
い
ま
す
。

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
大
き
な
畑
と

田
ん
ぼ
を
も
っ
て
い
ま
す
。
畑
は
家

の
前
に
あ
っ
て
、
き
ゅ
う
り
や
ト
マ

ト
、
な
す
び
や
ス
イ
カ
、
メ
ロ
ン
、

ミ
カ
ン
、
カ
キ
、
梅
と
、
た
く
さ
ん

の
野
菜
や
果
物
を
作
っ
て
く
れ
て
い

ま
す
。
毎
日
、
花
や
木
の
水
や
り
を

し
て
い
ま
す
。

　
今
は
イ
モ
も
作
っ
て
い
て
、
も
う

す
ぐ
ほ
れ
る
の
で
と
て
も
楽
し
み
で

す
。
イ
モ
ほ
り
や
梅
ち
ぎ
り
や
ミ
カ

ン
ち
ぎ
り
の
と
き
は
、
私
も
手
伝
っ

た
り
し
ま
す
。
家
に
で
き
た
物
は
、

と
っ
て
も
お
い
し
い
で
す
。

　
こ
ん
な
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き

る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
す
ご
い
な
あ

と
思
い
ま
す
。

　
も
う
一
人
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

お
母
さ
ん
の
実
家
に
い
ま
す
。
二
年

前
ま
で
小
学
校
の
給
食
を
作
っ
て
い

ま
し
た
。
今
は
「
く
ぼ
て
茶
屋
」
と

い
う
食
堂
で
働
い
て
い
ま
す
。
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
、
と
っ
て
も
料
理
が
じ

ょ
う
ず
で
、
私
た
ち
が
夏
休
み
に
と

ま
り
に
行
っ
た
と
き
は
、
オ
ム
ラ
イ

ス
や
ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど
、
お
い
し
い

料
理
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
二
人
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
い
つ
も

私
た
ち
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
し
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
。
い
つ
ま
で
も
元

気
で
、
長
生
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

吉
富
小
学
校
六
年

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

敬
老
の
日
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
毎
日
、
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す

か
。
僕
は
、
い
つ
も
元
気
で
す
。

　
僕
に
は
、
元
気
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん

と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
ま
す
。
お
じ

い
ち
ゃ
ん
は
、
若
い
こ
ろ
か
ら
ず
っ

と
漁
師
を
し
て
い
ま
し
た
。
今
も
時

々
海
に
出
て
、
魚
や
え
び
や
か
に
を

取
っ
て
き
て
く
れ
ま
す
。

　
器
用
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
魚
取

り
の
網
の
修
理
は
も
ち
ろ
ん
、
自
転

車
の
修
理
も
プ
ロ
な
み
に
で
き
ま
す
。

近
所
の
人
達
の
自
転
車
の
修
理
も
た

く
さ
ん
引
き
受
け
て
い
る
ほ
ど
で
す
。

扇
風
機
の
修
理
な
ど
も
し
て
し
ま
う

の
で
、
驚
い
て
し
ま
い
ま
す
。

　
僕
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
、
い
ろ

ん
な
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
ま
す
。

し
ょ
う
ぎ
を
教
え
て
も
ら
っ
た
時
は

と
て
も
う
れ
し
く
て
、
僕
は
友
達
に

も
教
え
た
ほ
ど
で
す
。
僕
も
か
な
り

上
手
に
な
り
ま
し
た
が
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
に
は
今
で
も
勝
て
ま
せ
ん
。
く

や
し
い
け
れ
ど
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は

す
ご
い
で
す
。

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
お
か
し
作
り

が
得
意
で
す
。
学
校
か
ら
帰
っ
て
く

る
と
、
む
し
パ
ン
や
ド
ー
ナ
ツ
を
い

つ
も
作
っ
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
を
僕

は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
や
さ
し
い
味

だ
と
い
つ
も
思
い
ま
す
。

　
ぼ
く
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
に
、
と
て
も
感
謝
の
気
持

ち
を
も
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
気
持
ち

を
大
人
に
な
っ
て
も
大
事
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

い
つ
ま
で
も
長
生
き
し
て
、
楽
し
く

幸
せ
な
毎
日
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

横
川
　
瑞
恵

私
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

東
名
　
洋
平

お
じ
い
ち
ゃ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

福岡県最低賃金が次のとおり改正されます。

　　　　　　　１時間　　　６４３円

　　　　　　　効力発生日　平成14年10月１日

今回の改正により、日額の最低賃金はなくなりました。

詳しくは、福岡労働局労働基準部賃金課（　０９２ー４１１ー４５７８）または、お近くの

労働基準監督署までお尋ねください。

福岡県最低賃金改正のお知らせ福岡県最低賃金改正のお知らせ福岡県最低賃金改正のお知らせ
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吉
富
町
天
仲
寺
山
に
ゆ
か
り
の
幕

末
の
剣
豪
、
島
田
虎
之
助
を
し
の
ん

で
、
吉
富
町
体
育
館
で
九
月
八
日
、

第
二
回
島
田
虎
之
助
顕
彰
少
年
剣
道

形
演
武
大
会
（
吉
富
町
文
化
財
協
議

会
な
ど
に
よ
る
同
大
会
実
行
委
員
会

主
催
、
西
日
本
新
聞
社
、
吉
富
町
少

年
剣
道
教
室
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｂ
保
護
者
後

援
会
な
ど
後
援
）
が
、
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
大
会
で
は
、
豊
前
築
上
地
区
の
小

中
学
生
約
百
三
十
人
が
、
二
人
一
組

に
な
っ
て
虎
之
助
の
唱
え
た
「
剣
心

一
致
」
の
精
神
の
下
、
日
本
剣
道
形

の
演
武
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
主
な
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
小
学
生
低
学
年
》

　
最
優
秀
賞
　
田
村
彰
啓
・
池
田
康

　
　
一
郎
（
吉
富
町
武
道
館
）

　
優

秀

賞
　
原
田
貴
史
・
吉
元
将 

　
　
大
（
築
城
剣
道
少
年
団
）

　
敢

闘

賞
　
井
本
　
巧
・
吉
留
大

　
　
佐
（
築
城
剣
道
少
年
団
）

《
小
学
生
高
学
年
》

　
最
優
秀
賞
　
今
村
純
平
・
山
野
由

　
　
貴
（
豊
前
養
心
館
）

　
優

秀

賞
　
梶
原
千
聡
・
梅
津
信

　
　
太
郎
（
吉
富
町
武
道
館
）

　
敢

闘

賞
　
江
本
健
耕
・
柴
垣
友

　
　
貴
（
椎
田
町
武
道
連
盟
）

《
中
学
生
》

　
最
優
秀
賞
　
江
本
昇
平
・
信
田
直

　
　
也
（
椎
田
町
武
道
連
盟
）

　
優

秀

賞
　
則
松
貢
輔
・
井
本
一

　
　
樹
（
築
城
中
学
校
）

　
敢

闘

賞
　
末
広
悠
人
・
山
野
彰

　
　
子
（
豊
前
養
心
館
）

　
吉
富
町
の
土
屋
地
区
に
古
く
か
ら

伝
承
さ
れ
て
い
る
土
屋
神
楽
が
、
こ

の
ほ
ど
吉
富
町
指
定
の
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
土
屋
神
楽
は
、
天
明
七
（
一
七
七

六
）
年
に
神
楽
講
の
起
源
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
わ
れ
、
豊
前
地

方
で
最
も
古
い
歴
史
を
持
つ
神
楽
で

す
。
　
一
時
期
、
後
継
者
不
足
等
に
よ
り

途
絶
え
ま
し
た
が
、
土
屋
神
楽
保
存

会
（
代
表
・
宮
房
　
宏
）
に
よ
っ
て

復
興
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
　
月
の
読
み
聞
か
せ
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
場
所
　
吉
富
小
学
校

　
吉
富
町
広
津
上
の
後
藤
弘
之
さ
ん

が
、
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
社

会
福
祉
の
増
進
に
貢
献
し
た
功
績
が

認
め
ら
れ
、
こ
の
ほ
ど
、
厚
生
労
働

　
　
　
　
多
目
的
教
室
の
二
階

▼
時
間
　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

◇
　
月
８
日
　
　
「
ふ
る
や
の
も
り
」

　
「
お
し
ゃ
べ
り
な
ニ
ン
ジ
ン
」

　
「
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
こ
ん
に
ち
は
」

　
「
ふ
た
り
」

◇
　
月
　
日
　
　
「
ウ
ラ
パ
ン
・
オ

　
コ
サ
」
「
さ
つ
ま
の
お
い
も
」

　
「
だ
い
く
と
お
に
ろ
く
」
「
か
い

　
じ
ゅ
う
た
ち
の
い
る
と
こ
ろ
」

大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
後
藤
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
八
年
八

月
か
ら
平
成
十
三
年
十
一
月
ま
で
の

十
八
年
四
か
月
に
わ
た
り
、
吉
富
町

民
生
委
員
児
童
委
員
を
務
め
ら
れ
ま

し
た
。

読
み
聞
か
せ
の
会

ま
ほ
う
の
か
ば
ん

か
ら
の
お
知
ら
せ

土
屋
神
楽
が

町
指
定
文
化
財
に

10

13

1010

29

（火）（火）
10

13

40

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
表
彰

後
藤
弘
之
さ
ん

わがまち・ふるさと
トピックス

形
を
披
露
す
る
少
年
剣
士
た
ち

▼ 島
田
虎
之
助
顕
彰

形
演
武
大
会

土
屋
神
楽

▼

▲表彰された後藤さん
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吉
富
町
で
は
、
平
成
十
四
年
度
も

「
吉
富
町
芸
能
ま
つ
り
」
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
芸
能
ま
つ
り
に
出
演
を

　
吉
富
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議

会
（
小
原
　
寿
会
長
）
主
催
の
「
玉

入
れ
大
会
」
が
七
月
二
十
八
日
、
町

内
各
地
区
子
ど
も
会
か
ら
計
二
十
七

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
、
吉
富
町
体
育

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

希
望
す
る
皆
さ
ん
は
、
十
月
十
一
日

か
ら
吉
富
フ
ォ
ー
ユ
ー
会
館
窓
口
で

受
け
付
け
ま
す
の
で
、
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

十
月
十
一
日
以
降
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
吉
富
町
教
育
委
員
会
　
教
務
課

　
　
　
　
　
　
　
２
２
・
１
９
４
４

　
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
優
　
勝
》
　
サ
ル
ゲ
ッ
チ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
津
下
）

《
準
優
勝
》
　
ス
マ
イ
ル
Ｎ
Ｏ
・
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
喜
連
島
）

《
３
　
位
》
　
界
木
キ
ッ
ズ
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
界
　
木
）

　
　
　
　
　
　
昭
和
子
ど
も
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
　
和
）

《
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
賞
》

　
　
　
　
　
な
っ
ち
ゃ
ん
オ
レ
ン
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
　
屋
）

《
会
長
賞
》
　
水
玉
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
今
　
吉
）

　
　
　
　
　
間
尾
ゴ
ー
ゴ
ー
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
間
　
尾
）

芸
能
ま
つ
り

出
演
希
望
の

皆
さ
ん
へ
！

吉
富
町
子
ど
も
会

玉
入
れ
大
会

優
勝
の
サ
ル
ゲ
ッ
チ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
（
広
津
下
子
ど
も
会
）

▼

準
優
勝
の
ス
マ
イ
ル
Ｎ
Ｏ
・
２

　
　
　
　
　
　
　
（
喜
連
島
子
ど
も
会
）

▼

玉
入
れ
大
会
の
よ
う
す

▼

フォーユー会館催し物ご案内
期　日 内　　　容 場所・時間

大ホール・その他
9時～15時30分10月20日（日）

第12回吉富町
　　　　健康まつり

大ホール（入場料：500円）
開場13：00　開演13：30

10月27日（日）
第２回プルミエール
バレエスタジオ発表会 プルミエール

　　バレエスタジオ

24‐2238

問

第５回研究会７月23日

　　○第２回任意協議会について検討

　　○まちづくり委員会委員の選出

第６回研究会８月16日

　　○第２回任意協議会の合併協議項目につい

　　　て検討

第７回研究会９月３日

　　○専門部会（行政制度等の調整方針）につ

　　　いて検討

次回の築上東部３町村任意合併協議会
開催のお知らせ

▼日時　平成14年10月９日（水）
　　　　午後13：30から

▼場所　大平村役場

▼傍聴　会場につきましては制限がありますが、
　　　　20名程度の傍聴席を準備しています。

※　協議された内容や合併に関する情報につき
　　ましては、任意合併協議会だよりでお知ら

　　せしていきます。

吉富町合併研究会協議内容
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国際交流員　グッドマン三世
1.10.2002

COMMUNIQUE  INTERNATIONAL

 近い将来が輝いている

´

　吉富町の皆さん、お元気でしょうか？今年の夏はとても暑かったですね。ずいぶん涼しくなり、秋の気配を感じるよ

うになりました。しばらくすると、紅葉が見られるようになり楽しみですね。

　さて、最近将来のことについて真剣に考えている人が増えているのではないでしょうか。情報狩り族であろうが一般

ピープルであろうが、大企業の不成功やら国内・国際的な社会・政治経済問題やらで心配している方が（私を含む）多

いようですので、皆様に安心して頂くため、よしとみ広報に、近い将来の模様について２つポイントを書こうと思いま

す。

　第１ポイントは日本における英語教育の進化に関することです。平成14年度から、文部科学省の命令によって全国の

小学生も外国語教育（英語）に参加することができるようになりました。これは子どもの宿題を助けている親に迷惑が

かかるかも知らんけんが、この政策に従って近い将来に次のような英会話による授業があり得るのではないでしょうか。

Kim Il-Suk：Good morning children.  How are you douing today？

生徒たち：〈Good morning Ms.Kim〉〈I'm fine/I'm tired/I'm O.K.〉

Kim Il-Suk：Today we are going to study geography. Does anyone know what continent koalas Live?

生徒たち：Koala Live in Australia!

Kim Il-Suk：That's right,Mariko! Australia is also famous for…

　アメリカ出身の英語指導助手（ALT）のKim先生がオール・イングリッシュで小学生たちと一緒にオーストラリアの地

理を勉強しています。この未来の授業では、英語を勉強する代わりに、生徒達が英語に没頭し、実際に英語を使いなが

ら地理や数学などを学びます。１つの授業だけでなく、ほとんどの授業を英語で行い放課後は日本語で過ごす場合だっ

たら日本社会がバイリンガルになる可能性が非常に高まるのではないでしょうか。

　つづいて、第２ポイントに移ります。地球温暖化など、そういった環境問題を防止するため、民間レベルと国際レベ

ルで世界が協力してEarthを今まで以上に厳しく守ることを決めようとしています。アメリカ合衆国でも、Earthにおけ

るこの「環境大革命」に参加している企業がどんどん増えていて「グリーン企業」とも呼ばれるようになりました。し

かし、昔から「企業」イコール“Non-Environmentally Friendly”（環境に友好的ではない）というイメージが非常に

強かったので、今の「グリーン企業」がニュー・イメージをだすため、新しく“Environmentally Friendly”商品を作

り始めているそうです。車の例えにしたら、ほとんどの2002年新車が１年、２

年前の車より排気量が20％～50％減少したそうです。さらに「あぶら」で動く

車よりものすごく環境にいいHYBRID（混成）の車も最近耳にしていますね。

　ところが、もし地球温暖化が進んで地球がだめになりましたら、故郷を離れ

て宇宙に行くしかないですね。ある会社は本当に売りよんのんで～、僕は９月

分の給料で月の土地を4046㎡買いました。だが、月まで行くのがちょっと問題

かな。

情報狩り族：インターネット・新聞・専門誌などをいつも読んでいる人の　　

　　　　　　キャッチ・フレーズ

グリーン：環境保全主義者、特にNPO、NGO、協会、団体、党、など

　　　　（The Green Party）

バイリンガル：２ヵ国語を自由に話すこと

▲敬老会で漫才を披露しました！

お は よ う ご ざ い ま す 今 日 は お 元 気 で す か

今 日 は 地 理 を 勉 強 し ま す コアラという動物はどこに住んでいるのか知っていますか？

コアラはオーストラリアに住んでいる

地 球

か ん き ょ う に や さ し い

元気よ/僕は疲れた /オッケーです

・・
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第
　
回
吉
富
町
文
化
祭
が
、
　
月

２
日
　
・
３
日
　
・
４
日
　
の
３
日

間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
文
化
祭
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
日

ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
場

で
す
。
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
期
間
中
は
作
品
展
示
の
ほ
か
、
食

進
会
に
よ
る
団
子
汁
の
試
食
、
茶
の

湯
、
陶
芸
作
品
が
当
た
る
く
じ
引
き

が
あ
り
、
ま
た
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

や
謡
曲
の
披
露
、
囲
碁
名
人
戦
な
ど

も
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

《
主
催
》
吉
富
町
文
化
協
会

《
会
場
》

　
吉
富
町
体
育
館
・
吉
富
町
武
道
館

　
吉
富
フ
ォ
ー
ユ
ー
会
館
・
吉
富
町

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
よ
し
と
み

　
憩
い
の
や
か
た

《
開
催
期
間
》

　
　
月
２
日
　
…
午
前
９
時
　
分
～

　
　
　
　
　
　
　
午
後
５
時

　
　
月
３
日
　
…
午
前
９
時
～
午
後

　
　
　
　
　
　
　
５
時

　
　
月
４
日
　
…
午
前
９
時
～
午
後

　
　
　
　
　
　
　
３
時

《
作
品
の
搬
入
・
搬
出
》

　
搬
入
…
　
月
１
日
の
午
後
１
時
～

　
搬
出
…
　
月
４
日
の
午
後
３
時
～

　
文
化
祭
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

は
、
吉
富
町
教
育
委
員
会
内
　
吉
富

町
文
化
協
会
事
務
局
（
　
２
２
・
１

９
４
４
）
ま
で
ど
う
ぞ
。

※
詳
し
く
は
、
後
日
配
布
の
文
化
祭

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
主
催
　
吉
富
町
教
育
委
員
会

●
会
場
　
吉
富
フ
ォ
ー
ユ
ー
会
館

●
日
時
　
　
月
５
日
　
　
開
場
　
時

　
　
　
　
　
分
　
開
演
　
時

●
入
場
券
　
前
売
り
１
、
０
０
０
円

　
　
　
　
　
当
　
日
１
、
５
０
０
円

　
※
全
席
自
由
　
※
小
学
生
未
満
の

　
お
子
様
の
ご
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ

　
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
・
入
場
券
取
扱
い

　
吉
富
フ
ォ
ー
ユ
ー
会
館

　
　
０
９
７
９
・
２
３
・
５
０
０
６

24

11

（土）

（日）

（月）

11

30

（土）

11

（日）

11

1111
（月）

（木）

1230

19

18

小
原
　
孝

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

「ゼロ・キュウ・ゼロ金融」と呼ばれる新手

のヤミ金融の被害が広がっています。

　チラシには「完全無審査融資」、「ブラッ

クＯＫ」などの文句と業者名、携帯電話の連

絡先だけが書かれている例が多く、一週間や

十日間で数十％の高金利を要求してきます。

　支払いが遅れると、本人だけでなく、親戚

や勤務先などに脅迫まがいの電話がしつこく

かかってきます。

　このような業者は貸金業規制法に基づく登

録を行っていない違法業者です。

　絶対にこのような業者からは、お金を借り

ないようにしましょう。

　福岡県商工部経営金融課

　　　０９２‐６４３‐３４２３

０９０金融に要注意!

第
　
回
吉
富
町
文
化
祭

24
第
　
回
吉
富
町
文
化
祭

24

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

第
　
回
吉
富
町
文
化
祭

24



14

　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
築
保
健
所

▼
日
時
　
毎
月
第
３
火
曜
日
（
要
予

　
約
）
　
時
～
　
時

　
平
成
　
年
　
月
　
日
　
・
　
月

　
日
　
・
　
月
　
日
　
・
平
成
　
年

　
１
月
　
日
　
・
２
月
　
日
　
・
３

　
月
　
日

▼
場
所
　
京
築
保
健
所
　
診
察
室

▼
内
容
　
思
春
期
相
談
（
専
門
医
に

　
よ
る
相
談
）

▼
対
象
者
　
①
不
登
校
児
等
の
う
ち

　
精
神
科
的
関
わ
り
が
必
要
な
者

　
②
不
眠
・
い
ら
い
ら
等
の
精
神
症

　
状
を
か
か
え
て
い
る
者
　
③
シ
ン

　
ナ
ー
・
覚
醒
剤
等
嗜
癖
や
依
存
の

　
問
題
を
抱
え
て
い
る
者
　
④
思
春

　
期
の
性
の
問
題
等
を
か
か
え
て
い

　
る
者
　
⑤
思
春
期
に
関
わ
る
様
々

　
　
　
　
　
福
岡
県
新
雇
用
開
発
課

　
　
月
１
日
か
ら
　
日
は
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
旬
間
で
す
。
近
年
著
し
く

増
加
し
て
い
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
の
処
遇
の
向
上
と
能
力
の
発
揮
を

促
す
た
め
に
、
事
業
主
、
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
者
等
関
心
の
あ
る
方
を
対

象
に
、
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
雇
用
管
理

改
善
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
　
月
１
日

　
　
　
　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

▼
会
場
　
ソ
ラ
リ
ア
西
鉄
ホ
テ
ル
８

　
Ｆ
「
雪
」
（
福
岡
市
中
央
区
天
神

　
２
‐
２
‐
　
）

▼
内
容
　
講
演
・
事
例
発
表

▼
募
集
人
数
　
１
５
０
名
（
定
員
に

　
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
）

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
福
岡
県
新
雇
用
開
発
課

　
　
０
９
２
・
６
４
３
・
３
５
８
６

　
※
入
場
は
無
料
で
す
。

　
な
問
題
の
当
事
者
や
家
族
、
関
係

　
者
▼
問
い
合
わ
せ
先

　
京
築
保
健
所
　
精
神
保
健
福
祉
係

　
　
０
９
３
０
・
２
３
・
２
９
６
６

19

1514
12

17

15

21

11

10

15
17

（火）

（火）

（火）

18

（火）

18

（火）

（火）

思

春

期

相

談

パ
ー
ト
タ
イ
ム
雇
用

管
理
改
善
セ
ミ
ナ
ー

11

1113
43

15

30

30

（金）
10

お 知
ら せ

月
・
日

地
　
区

病

医

院

名

月
・
日

地
　
区

病

医

院

名

豊
築
休
日
急
患
セ
ン
タ
ー

　
　
　
８
２
・
８
８
２
０

内
科
・
小
児
科

　
　
（
９
時
～
翌
日
６
時
）

歯
　
科

　
　
（
９
時
～
　
時
）

豊
前
市

日
曜
日

祝
　
日

荒
　
堀

10
・
20

八
　
屋

矢

鳴

医

院

〃

植
　
野

田

中

医

院

〃

下
池
永

サ
ン
タ
マ
リ
ア
脳
神
経
外
科

〃

牛
　
神

和

田

胃

腸

科

内

科

10
・
27

沖
代
町

さ

が

ら

小

児

科

10
・
13

八
　
屋

渡

辺

整

形

外

科

〃

上
如
水

田

尻

外

科

〃

中
殿
町

加

来

小

児

科

11
・
３

三
　
楽

古

賀

ク

リ

ニ

ッ

ク

〃

宮
　
夫

木

下

外

科

11
・
４

恒
　
富

清

田

整

形

外

科

医

院

17

〃

中
央
町

宮

本

整

形

外

科

〃

古
博
多
町

米

光

医

院

10
・
14

赤
　
熊

小

林

整

形

外

科

医

院

10
・
６

八
　
屋

八

屋

第

一

診

療

所

〃

湯
　
屋

賀

来

内

科

循

環

器

科

休
日
相
談
医
案
内

《パソコン講習会（中級）の受講生を募集いたします。》

　◆対 象 者　　吉富町在住の20歳以上の方
　　　 　 　 　（以前受講した方についても申込みでき
　　　 　 　 　 ますが、定員を超す場合は初めて受講　
　　 　 　 　　 する方を優先させていただきます。）
　　　　　　　　※簡単な文書作成ができる方

　◆講　　座　　中級講座

　◆講座内容　　ワード中級（ワープロ）

　◆開催日時　　10月28日（木）　29日（金）
　　　　　　　　午後１時30分～午後４時30分
　　　　　　　　（毎日３時間の２日間）

　◆場　　所　　吉富フォーユー会館　
　　　　　　　　　　　　　　　　３階　パソコン教室

　◆定　　員　　20名（先着順とします。）

　◆受 講 料　　無料（ただし、テキスト代として
　　　 　 　 　　　　　　　200円必要となります。）

　◆講　　師　　講師１名

　◆申し込み　　吉富町教育委員会
　　　　　　　　　　　　　（吉富フォーユー会館内）
　　　　　　　　申し込み用紙を用意していますので、必
　　　　　　　　要事項をご記入のうえお申し込みくだ
　　　　　　　　さい。（代理人の場合も可）なお、都合で
　　　　　　　　申し込みに来られない方は、電話受付を
　　　　　　　　いたします。

　◆申し込み受付期間
　　　　　　　　10月７日（月）から10月17日（木）
　　　　　　　　午前８時30分から午後５時まで
　　　　　　　　（ただし、土日祭日は除く）

　◆問い合わせ　吉富町教育委員会まで　　22‐1944

パソコン講習会の受講生を募集

日　　時：平成14年11月９日（土）10：30～15：30
場　　所：中津ファビオラ看護学校
　　　　　　　　　　（中津市医師会総合検診センター横）
内　　容：看護学生体験
　　　　　バザー・模擬店・健康チェック　その他
問合せ先：中津ファビオラ看護学校
　　　　　　　０９７９‐２４‐７２７０
　　　　　担当　梶原

「LOVE and peace」～地域の人々と共に～

第１回　ファビオラ祭
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福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　
福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
で

は
、
毎
月
２
回
、
夜
間
に
母
子
家
庭

及
び
寡
婦
並
び
に
父
子
家
庭
の
た
め

の
無
料
法
律
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
▼
相
談
日
程

　
　
月
９
日
　
・
　
月
　
日

　
　
月
　
日
　
・
　
月
　
日
　

　
　
月
４
日
　
・
　
月
　
日

　
平
成
　
年
１
月
　
日
　
・
１
月
　 

　
日
▼
相
談
時
間
　
各
相
談
日
と
も
　
時

　
　
分
～
　
時
　
分

▼
相
談
場
所

　
春
日
市
原
町
３
丁
目
１
番
７
号

　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
６
階

　
社
会
福
祉
法
人
　
福
岡
県
母
子
寡

　
婦
福
祉
連
合
会
事
務
所
内

▼
申
し
込
み
方
法

　
　
相
談
希
望
者
は
、
相
談
日
前
日

　
ま
で
に
福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連

　
合
会
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
先
着
順
受
付
、
１
日
４
人
、
１

　
人
当
た
り
相
談
時
間
は
　
分
と
し

　
ま
す
。

▼
申
し
込
み
先

　
福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　
　
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
２
２

　
（
受
付
時
間
は
、
平
日
の
９
時
～

　
　
　
時
ま
で
）

30

17

1011

12

12

15

18
29

15

18

11

13

10

23

30

20

30

（水）（水）

（水）

（水）

（水）

（水）

（水）

27

（水）

ご家庭でおいしいパンを手軽に作ってみませんか？

次のとおり、パンづくり教室を開催します。皆さんのご参加

お待ちしています。

《主　　　　催》　吉富町教育委員会

《開 催 日 時》　平成14年10月29日（火）

　　　　　　　　　９時30分～13時00分

《会　　　　場》　吉富フォーユー会館　1階　調理室

《内　　　　容》　パンづくり

　　　　　　　　　　①チョコレートのねじりパン

　　　　　　　　　　②たまごパン

《講　　　　師》　中津市　　木村　千晴先生

《募 集 人 員》　24名（先着順とします。）

　　　　　　　　（町内在住で18歳以上の方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※学生は除く）

《持参するもの》　①参加費　500円

　　　　　　　　　②エプロン

　　　　　　　　　③持ち帰り用の入れ物

　　　　　　　　　④筆記用具

《受 付 期 間》　10月４日（金）～10月18日（金）

　　　　　　　　　ただし、土曜・日曜・祭日は除く

《申 込 方 法》　住所・氏名・電話番号を電話または

　　　　　　　　　フォーユー会館窓口でお申し込みくだ　

　　　　　　　　　さい。

《申　込　先》　吉富町教育委員会　教務課

　　　　　　　　　　　　　　　　（フォーユー会館内）

　　　　　　　　　　　２２‐１９４４　または

　　　　　　　　　　　２３‐５００６

パンづくり教室のお知らせ

　福岡県農業大学校では15年度入学する学生の募集を

次の通り行います。

　募集する学科は、農業の優れた後継者の育成を目的

とした「農業自営科」（定数70人）と、農業技術指導

者の育成を目的とした「農業指導科」（定数20人）の

２学科です。

　受験願書の請求先など応募方法については、福岡県

農業大学校または各地域農業改良普及センターへ問い

合わせ下さい。

　福岡県農業大学校

　　〒818‐0004　筑紫野市大字吉木767番地

　　　　０９２‐９２５‐２４０３

福岡県農業大学校

学 生 募 集学 生 募 集学 生 募 集劇団《ぱぺっと・ワンぴいす》による楽しい

人形劇を見に来ませんか。

今回は、子供たちの大好きな「さんまいのお札」

を上演します。

入場は無料で、小さいお子さん大歓迎です。

お母さんも一緒にわくわく・ドキドキ楽しん

でください。

　★日　時　11月７日（木）

　　　　　　午前11時～（１時間程度）

　

　★場　所　吉富あいあいセンター

吉富町教育委員会

親子ふれあい
プチ・シアターのご案内

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
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太
田
　
延
子

夏
休
み
一
家
集
ひ
て
八
ヶ
岳
日
焼
け

し
孫
等
と
時
を
わ
す
れ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
畑
田
　
照
代

電
話
よ
り
聞
こ
ゆ
る
声
は
夫
の
友
鹿

児
島
訛
り
を
滲
ま
せ
て
ゐ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
梅
子

退
院
の
花
束
ナ
ー
ス
よ
り
賜
び
て
バ

ラ
の
か
ほ
り
に
こ
の
身
包
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
山
　
俊
平

文
学
の
友
で
も
あ
り
し
人
な
り
き
三

山
先
生
今
は
逝
き
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
坐
　
新
子

夕
日
受
く
る
す
じ
雲
の
群
れ
あ
か
ね

し
て
長
月
の
空
賑
は
ひ
て
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
原
　
　
猛

目
覚
め
た
る
一
人
の
窓
に
月
淡
く
こ

ほ
ろ
ぎ
の
音
は
庭
面
よ
り
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
原
ト
シ
ヱ

夜
半
に
覚
め
月
差
す
窓
に
寄
り
ゆ
け

ば
流
る
る
雲
に
月
隠
れ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
　
紀
子

ひ
ね
も
す
を
荒
れ
し
台
風
お
さ
ま
り

て
楡
の
梢
に
夕
茜
さ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
ト
ヨ
子

ひ
ぐ
ら
し
の
声
耳
に
す
る
黄
昏
の
う

だ
る
残
暑
に
老
い
の
身
つ
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
井
カ
ツ
ヨ

デ
ー
ケ
ア
の
送
迎
バ
ス
の
通
り
路
に

コ
ス
モ
ス
咲
き
て
今
日
は
立
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
崎
　
則
子

盆
の
来
て
形
見
の
指
輪
手
に
か
ざ
し

思
ひ
で
多
き
姑
を
語
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
鶴
子

秋
茗
荷
有
り
や
な
き
や
と
見
に
行
く

に
か
に
か
く
九
個
の
収
穫
の
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
林
壽
美
子

ホ
ー
ス
よ
り
ほ
と
ば
し
る
水
存
分
に

み
墓
洗
は
れ
て
ゐ
る
息
子
夫
婦
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
　
　
洋
子

ひ
そ
か
に
も
待
つ
日
び
の
あ
り
夕
刊

の
時
代
小
説
「
冬
の
標
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
房
　
昭
子

何
ひ
と
つ
予
測
も
つ
か
ぬ
わ
た
く
し

に
深
く
刺
し
ゐ
る
八
月
の
ば
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
野
　
朝
香

も
ぎ
た
て
の
グ
ロ
テ
ス
ク
な
る
ピ
ー

マ
ン
の
緑
の
一
品
朝
の
食
卓
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
多
恵
子

毎
日
の
邦
楽
番
組
き
き
を
り
て
な
ま

け
し
三
味
の
け
い
こ
を
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
真
理
子

永
年
を
髪
結
ひ
業
に
精
出
し
き
朝
見

し
女
の
午
後
は
逝
き
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
田
　
正
子

祇
園
車
の
上
に
恋
歌
踊
る
幼
子
の
ぽ

っ
ち
ゃ
り
顔
に
色
香
の
匂
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
口
　
久
子

陽
は
斜
に
庭
の
と
ん
ぼ
の
日
日
に
ふ

え
盆
の
気
配
を
よ
び
て
飛
び
交
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
友
原
　
友
子

久
々
の
雨
に
潤
ひ
紫
陽
花
は
空
の
色

よ
り
青
く
群
れ
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
畑
フ
サ
子

古
き
巣
を
せ
っ
せ
と
修
理
す
る
つ
ば

め
申
訳
な
く
て
侘
ぶ
る
思
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
渡
　
築
川

三
つ
あ
る
ベ
ン
チ
一
人
ず
つ
座
わ
り

黙
し
て
駅
の
待
合
所

題
目
は
町
村
合
併
稲
熟
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
家
ト
シ
子

秋
蜻
蛉
空
気
に
乗
っ
て
す
う
い
す
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
猫
田
加
代
子

門
信
徒
厄
日
に
聞
く
や
嘆
異
抄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
　
収

再
会
の
思
い
め
ぐ
ら
し
夏
化
粧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
美
津
子

一
湾
に
漁
火
一
つ
晩
夏
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
石
キ
ヌ
ヱ

ひ
と
り
聴
く
風
の
盆
唄
口
づ
さ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
輝
代

神
様
が
相
撲
と
る
町
祭
鱧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
谷
　
清
子

友
垣
の
少
な
な
り
ゆ
く
残
り
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
ハ
ナ
ヱ

水
墨
の
乾
き
や
す
く
て
大
暑
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
千
代
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
藤
　
典
男

百
歳
を
和
歌
に
托
せ
し
心
意
気

猛
暑
去
り
や
っ
と
下
降
の
電
気
代

お
じ
い
ち
ゃ
ん
孫
に
引
か
れ
て
御
神
幸

若
者
の
心
の
浄
化
囲
碁
ブ
ー
ム

金
の
価
値
ま
だ
ま
だ
あ
る
よ
百
円
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
渡
　
築
川

お
座
敷
へ
と
押
さ
れ
た
が
お
茶
出
な
い

半
分
は
諦
め
な
が
ら
待
っ
て
い
る

下
向
い
て
歩
く
何
か
を
期
待
す
る

冗
談
も
本
音
半
分
混
ぜ
て
お
く

土
産
話
は
半
分
嘘
で
お
も
し
ろ
い

と
ん
ぼ

た
ん  

に 

し
ょ
う

ま
つ
り
は
も

し
る
べ

ひ
と

は
す

く
　
る
　
ま

に
は  

も

に
じ

は
は

み
ょ
う
が

も
だ

吉

富

文

芸

吉

富

文

芸

吉

富

文

芸

短
　
歌

俳
　
句

川
　
柳
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熟
年
期
の
皆
様
、
毎
日
を
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
ほ
ど
、
「
よ
し
と
み
い
き
い

き
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ク
ラ
ブ
」
を
発
足

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に

ご
入
会
く
だ
さ
い
。

　
い
き
い
き
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
体
操
は

軽
や
か
な
音
楽
に
の
せ
て
、
ス
ト
レ

ッ
チ
体
操
と
リ
ズ
ム
体
操
を
組
み
合

わ
せ
た
、
楽
し
い
体
操
で
す
。

　
熟
年
期
を
い
き
い
き
と
楽
し
く
、

若
々
し
く
、
手
・
足
・
頭
の
体
操
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
皆
様
の
ご
入

会
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
開
催
日
時
　
毎
月
第
２
・
第
４
月

　
曜
日
の
　
時
～
　
時

　
※
　
月
の
第
２
月
曜
日
（
　
日
）

　
か
ら
開
始
し
ま
す
。

▼
開
催
場
所

　
吉
富
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
会
費
　
毎
月
　
５
０
０
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
池
永
寿
美
子

　
　
０
９
７
９
・
２
２
・
８
５
９
０

〔
お
誕
生
お
め
で
と
う
〕

　
土
谷
　
和
彦

　
　
　
　
　
凌
ち
ゃ
ん
（
幸
子
団
地
）

　
是
木
　
　
崇

　
　
　
　
愛
海
ち
ゃ
ん
（
直
　
　
江
）

　
永
田
　
　
優

　
　
　
　
夢
月
ち
ゃ
ん
（
昭
　
　
和
）

　
　
尾
　
誠
一

　
　
　
　
美
咲
ち
ゃ
ん
（
直
　
　
江
）

　
山
本
　
浩
之

　
　
　
　
凪
紗
ち
ゃ
ん
（
今
　
　
吉
）

　
熊
谷
　
教
継

　
　
　
　
　
響
ち
ゃ
ん
（
幸
子
団
地
）

　
濱
本
　
文
典

　
　
　
　
優
歩
ち
ゃ
ん
（
小
犬
丸
下
）

　
宮
　
　
　
靖

　
　
　
　
か
の
ち
ゃ
ん
（
幸

子

上
）

　
川
底
　
英
樹

　
　
　
　
綾
弥
ち
ゃ
ん
（
昭
　
　
和
）

　
倉
本
　
泰
光

　
　
　
　
優
海
ち
ゃ
ん
（
直
　
　
江
）

　
大
塚
　
克
也

　
　
　
　
　
幸
ち
ゃ
ん
（
高
　
　
浜
）

　
小
野
　
将
彰

　
　
　
　
綾
芽
ち
ゃ
ん
（
今
　
　
吉
）

〔
ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す
〕

　
若
山
　
　
信
様
　
　
歳
（
高
　
浜
）

　
花
畑
ナ
カ
ヨ
様
　
　
歳
（
小
犬
丸
下
）

　
　
　
（
９
月
　
日
受
付
分
ま
で
）

〔
吉
富
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
〕

　
山
本
　
敏
春
様
　
（
小
犬
丸
下
）

　
小
川
エ
ミ
子
様
　
（
和

井

田
）

　
畑
谷
あ
さ
み
様
　
（
直
　
　
江
）

　
若
山
　
一
吉
様
　
（
別
　
　
府
）

　
花
畑
　
綱
寛
様
　
（
小
犬
丸
下
）

　
湯
浅
　
修
二
様
　
（
今
　
　
吉
）

〔
吉
富
町
寿
会
連
合
会
へ
〕

　
湯
浅
　
修
二
様
　
（
今
　
　
吉
）

　
花
畑
　
綱
寛
様
　
（
小
犬
丸
下
）

14

11

11

15

慶
　
　
　
弔

香
典
返
し
お
礼

り
ょ
う

あ
　
み

む 
 

つ
き

み 
 

さ
き

な
ぎ 

 

さ

ひ
び
き

ゆ
　
ほ

あ
　
や

ゆ
う 

 

か

あ
や 

 

め
さ
ち

7390
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い
き
い
き
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
体
操

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
!

▲いきいきビューティー体操のようす

　北九州市のシンボルである小倉城は、今年築城400周年

を迎えました。

　これから秋の記念行事としては、「小倉城まつり」の期間

（10月12日（土）～20日（日））中、小笠原流弓馬術礼法による

「流鏑馬」や、日本の伝統美である「薪能」の上演を企画して

います。この他にも、ＮＨＫ大河ドラマ「武蔵」放映を控え、

「宮本武蔵展」（12月13日（金）～　於：小倉城）の開催など、

「武蔵観光」のムードを盛り上げる催しが目白押しです。

　この機会にぜひ北九州へおこしいただき、小倉藩の歴史、

文化にふれてみてはいかがでしょうか。

（問い合わせ）

　　小倉城築城４００周年記念事業実行委員会事務局

　　（北九州市経済局観光課内）

　　　０９３ー５８２ー２０５４

小倉城築城400周年の催し
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小
出
石
　
紗
季
ち
ゃ
ん
　
女

（
Ｈ
　
・
　
・
２
生
　
広

津

上
）

　
梅
月
　
大
義
ち
ゃ
ん
　
男

（
Ｈ
　
・
　
・
４
生
　
別
　
　
府
）

　
畑
田
　
亜
珠
香
ち
ゃ
ん
　
女

（
Ｈ
　
・
　
・
　
生
　
直
　
　
江
）

　
「
ポ
リ
オ
」
は
、
別
名
「
小
児
マ

ヒ
」
と
も
呼
ば
れ
、
生
命
を
と
り
と

め
て
も
ウ
ィ
ル
ス
が
脊
髄
に
達
し
て
、

手
や
足
に
マ
ヒ
が
残
る
と
い
う
恐
ろ

し
い
病
気
で
す
。
し
か
し
、
ワ
ク
チ

ン
投
与
に
よ
っ
て
大
部
分
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◎
日
時
　
10
月
16
日
（水）

　
　
　
　
14
時
～
14
時
　
分

◎
場
所
　
吉
富
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー

◎
該
当
児

　
１
回
目
…
平
成
　
年
１
月
１
日
～

　
　
　
　
　
６
月
　
日
生
ま
れ

　
２
回
目
…
平
成
　
年
７
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
日
生
ま
れ

★
１
回
目
と
２
回
目
の
間
が
離
れ
て

　
い
て
も
、
必
ず
２
回
飲
み
ま
し
ょ

　
う
。

★
母
子
手
帳
・
予
診
票
を
持
参
し
て

　
く
だ
さ
い
。

▲

13

10

▲

13

10

▲

13

10

10

た
い 

 

き

あ
　
す
　
か

さ
　
き

一
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！

1430

30

1312

31

お　知　ら　せ
月 日 内　　容 時 間 と 場 所

10月３日(木) 機能訓練教室 あいあいセンター9：30～12：00

10月４日(金) 健康相談 あいあいセンター10：00～12：00

10月11日(金) 健康相談 あいあいセンター10：00～12：00

10月16日(水) ポリオ生ワクチン投与 あいあいセンター14：00～14：30

10月18日(金) 健康相談 あいあいセンター10：00～12：00

10月20日(日) 第12回吉富町健康まつり フォーユー会館他9：30～15：30

10月25日(金) 健康相談 あいあいセンター10：00～12：00

10月25日(金) 乳児相談 あいあいセンター13：30～14：30

10月28日(月) 介護家族健康相 あいあいセンター10：00～12：00

10月30日(水) ３歳児健診 あいあいセンター13：30～14：30

10月31日(木) 機能訓練教室 あいあいセンター9：30～12：00

4か月児
7か月児（ ）

　夏の蒸し暑さが過ぎ、

さわやかな季節の到来

です。旬を迎える野菜

や魚が出回り、食欲も

旺盛、ついつい食べ過

ぎてしまいがちです。

実りの秋ですが…お腹

は八分目を心がけまし

ょう。

ひとくち健康メモ
食べ過ぎに注意

ポ
リ
オ

ポ
リ
オ

ポ
リ
オ

生
ワ
ク
チ
ン
投
与

あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り


